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第２１９２例会 報告（2017・3・5）
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第２分区Ａ 開 催

司会：ＩＭ実行幹事 下井田秀一君
１．点 鐘 ガバナー補佐 阿左美 博君
２．国歌斉唱
３．ロータリーソング
４．来賓紹介 ガバナー補佐 阿左美 博君
５．開会挨拶 ＩＭ実行委員長 中野幸三郎君
６．歓迎の言葉 桐生西ＲＣ会長 前原 榮一君
７．挨 拶 ガバナー補佐 阿左美 博君
８．挨 拶 ガ バ ナ ー 豊川 一男君
９．基調講演 パストガバナー 曽我 隆一君

意見発表＆パネルディスカッション１０．全体協議
１１．講 評 ガ バ ナ ー 豊川 一男君
１２．点 鐘 ガバナー補佐 阿左美 博君
１３．諸事お知らせ

豊川一男ガバナー歓迎会
桐生西ＲＣ 新井みゆき君司会：

オープニングショー
１．開 会 ＩＭ副実行幹事 向田 靖君
２．あいさつ ガ バ ナ ー 補 佐 阿左美博君
３．あいさつ ガ バ ナ ー 豊川一男君
４．豊川ガバナーと曽我パストガバナーに花束贈呈
５．乾 杯 吉田栄佐君桐生５ＲＣ幹事クラブ会長
６．アトラクション 弦楽演奏 合奏団様HATORI
７．手に手つないで
８．閉会挨拶 桐生西ＲＣ副会長 坪井良行君
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第 分区 ＩＭ 当クラブがホストクラブで 月 (日)午後 時 分から桐生プリオパレスで開催しました。２ Ａの を、 ３ ５日 ２ ３０
１１ １８５ （桐生54･南20･中央17･赤城35･西59）が登録しました。ご来賓 名をお迎えして、桐生５ＲＣ総勢 名

の規定審議会での決議事項を受けて 『ロータリーの進む道とロータリアンとしての誇り』を今回は、２０１６年４月 、
。 、 、 、テーマに企画運営致しました 先ず 規定審議会代表議員の曽我隆一パストガバナーに基調講演を頂いて その後

各クラブの代表者に夫々意見を述べて頂きました。続いてパネルディスカッションを行い、パネラーの各クラブ会
長が意見を述べられました。最後に豊川一男ガバナーに講評を頂いて凡そ２時間のＩＭを終了しました。

、 、 。 『 』次に 会場を２Ｆに移して 豊川ガバナー歓迎会を懇親会を兼て開催しました 最後は恒例の 手に手つないで
を行い、第２分区Ａロータリアン同士の友情を深め、ＩＭの趣旨に相応しい有意義な集いとなりました。

ビジター◆
ガバナー 藤岡南ＲＣ 豊川一男君

高崎ＲＣ 田中久夫君ガバナーエレクト
パスト ＲＣ 曽我隆一君ガバナー 前橋
パスト ＲＣ 疋田博之君ガバナー 桐生

佐藤信一君第１分区ガバナー補佐 前橋東ＲＣ

赤堀賢二君第2分区Ｂガバナー補佐 伊勢崎東ＲＣ

市川豊行君第3分区ガバナー補佐 高崎ＲＣ

宮内敦夫君Ｇﾉﾐﾆｰ第4分区Ｂｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 館林ＲＣ

岸権三郎君第5分区ガバナー補佐 渋川みどりＲＣ

森田岳志君第3分区ＩＭ実行委員長 高崎ＲＣ

金井克智君第3分区ＩＭ実行副委員長 高崎ＲＣ
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田中ＧＥと疋田ＰＧにもご臨席頂いて。豊田Ｇと曽我ＰＧへ歓迎と感謝の気持ちを込めて花束贈呈。恒例の｢手に手つないで」でお開きです。

桐生西ロータリークラブ

ＩＭ開会式、左より中野委員長､前原会長､阿左美Ｇ補佐､豊川Ｇ､田中ＧＥ､曽我ＰＧ､疋田ＰＧ 規定審議会代表議員の曽我ＰＧにご講演を頂きました

其々の在籍年数や経験からロータリーについての思いを語って頂きました ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝでは曽我ＰＧがﾘｰﾀﾞｰを、ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰに豊川Ｇと阿左美
Ｇ補佐が､パネラーは５ＲＣの会長が務め､有意義な内容となりました。

各クラブ代表による意見発表５名の皆様。左から桐生･南･中央･赤城･西の順で、
堀明君、山根明君、遠藤二三男君(ビデオ関口正巳君)、関田弘子君､金子福松君

ＩＭ終了後、2Ｆにて豊川ガバナー歓迎会を開催。左から司会の新井みゆき君､
オープニングショーとアトラクションにはＨＡＴＯＲＩ合奏団の弦楽演奏

開会は副実行幹事の向田靖君、乾杯は桐生ＲＣ吉田栄佐会長、閉会は坪井良行副会長

Ｉ Ｍ全体協議における意見発表

桐生西ＲＣ代表

チャーターメンバーとして
４５年間出席１００％表彰

第１９代会長 金子福松君

私の様な後期⾼齢者の後半に⼊った者が、今更出る幕では
無いよと、お断りしたのですが、思いやり深い実⾏幹事にお
だてられ、ここに⽴つハメになりました。
さて、ロータリーも時代と共に、⼤分変って来ましたが、

我が桐⽣⻄ＲＣが世界で１５,０００番⽬に国際ロータリーか
ら認証されたとき、ロータリーというのは随分⼤きな組織だ
なぁと感じていたのですが、それから４５年経過した今⽇、
世界のクラブ数は３５,２００クラブ以上になり、実に２.３
倍以上に増えている訳ですから、ロータリーが、世界の平和
に貢献する⼤きな⼒になっていることは確かですし、その運

、 、 。営には いろいろのクラブがあって ⼤変なことも解ります
私は、クラブ創⽴時に、今は故⼈となったパストガバナー

の前原勝樹先⽣から、ロータリーの基本的なことを厳しくご
指導を戴きました。そして、ロータリーの持つ魅⼒にとりつ
かれてしまって、４５年間、ロータリーと共に愚直に過ごし
て来たように思います。
では、そのロータリーの魅⼒とは何かと申しますと、それ

は 「善意に満ちた仲間と交流出来ること」だと思います。⽼、
いも若きも、そしていろいろの職業の⼈と、⽇本中の⼈と、
そして世界中の⼈とも、同じ⽬的を持ったロータリアンとし
ては、皆、平等に付き合うことが出来ることだと思います。
そのロータリーの基本的なことは、先ず週１回の例会に出

席することです。⼜、ロータリーのいろいろの会合に進んで

出席することも必要です。出席して顔を合わせることによっ
て信頼と友情が⽣まれ、親睦も深まり、奉仕の理想の追求に
発展して⾏くのだと思います。
今回の規定審議会では、ロータリアンの英知を結集してい

ろいろと審議され、⼤幅に改定されたようです。それについ
ては、先程パストガバナー曽我隆⼀⽒の基調講演で解説され
た通りです。
特に、クラブ運営に柔軟性を認める、新しいルールが導⼊

されたようですが、同時に、ロータリーの伝統的な基本理念
、 、や職業分類といった 核⼼部分は変わらなかったとのことで

私もほっとしているところです。ただ、我々も世界の流れに
そって、進化していかなければなりません。
当クラブではまだ具体的には改正点を取り⼊れてはおりま

せんが、取り組む下準備は始まっています。それは、
① 会員増強です。周りのどのクラブも会員の減少傾向に悩ん
でいますが、我がクラブでは４〜５年前から会員増強に⼒を
⼊れ、優れたリーダーのもとに、⼥性会員や若い会員を増や
して居ります。かつて当クラブの会員だった⽅の⼦供や孫も
⼊会してくれました。
② 今年度の前原榮⼀会⻑は、理事・役員、委員⻑クラスに、
若⼿を多数起⽤してくれました。それがうまく機能しており
ます。若い⼒が、進化していくロータリーに必ず対応してく
れるものと期待して居ります。
これからの私の役⽬としては、当クラブの歴史的なこと、

、 、 、伝統的なこと ロータリーの基本的なこと等を 伝えながら
若⼿の活動を善意で⾒守って⾏きたいと思います。
そして、健康に留意しながら、ロータリー活動の⼀端を担

。 。えれば幸いと考えています ご清聴ありがとうございました

《次例会予告》

江原利夫パスト会長３月１７日(金) 会員卓話

３月の出席100％表彰、誕生・結婚祝い
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